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＊　品質保証部

報　　告

IIC における資格の維持管理

新沼  祥 子 *
S h o k o  N i i n u m a

IICでは品質方針に「技術に裏打ちされた一流

の製品およびサービスを提供する」を掲げている

が、その一環として資格取得を推進している。こ

れまで IIC　REVIEWにおいて、第 26号（2001/10）

で「IIC資格取得の推進」、第 30号（2003/3）お

よび第 32号（2004/10）で「IICに於ける資格取

得及び事業許認可の現状」について報告したが、

前回の報告から 2年を経過しているので、2006

年度上期末での状況を踏まえ、以下に資格分野別

取得状況と非破壊検査関連資格、分析・計測関連

資格、および安全関連資格のそれぞれの資格の維

持管理状況を紹介する。

図１に資格分野別取得状況を示す。資格総数は

2,317件で、１人当たりの保有件数は 5.8件と前

回報告時 (6.8件 )より減少傾向にある。4分野（非

破壊検査を除く技術、非破壊検査、安全、および

事務／その他）の比率では非破壊検査関連が若干

減少し非破壊検査を除く技術がやや伸びている

が、全体としては資格取得の傾向に大きな変化が

ないと判断される。

資格取得者延べ人数：2，317 人
登録資格数： 191 種
従業員数： 400 人
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図１ 資 格 分 野 別 取 得 状 況



̶　74　̶

図 2に非破壊検査関連の資格保有状況を示す。

レベル別では、過去 3回の報告時と同様に実際の

業務を実施する上で最も必要とされる NDI2種の

保有割合が群を抜いて多い。種目別では、これま

で UT（超音波探傷試験）、RT（放射線探傷試験）、

PT（浸透探傷試験）の順であったが、今回は RT

と PTの順が逆転している。

非破壊検査関連資格に関しては、（社）日本非

破壊検査協会が認定する「非破壊検査技術者技量

認定資格」（JSNDI資格）が JIS Z 2305に基づく

資格試験の制度に変更され、既に新制度による試

験が実施されている。IICとしては全体の 56％が

新制度による資格に移行しており、2009/9/30資

格有効期限までの更新時に順次移行させなければ

ならない。また、（社）日本溶接協会が認定する「主

任検査技術者」（CIW主検）及び「主任試験技術

者」（CIW主試）の取得者数に基づき、この協会

における非破壊検査会社のランク付けが行われて

おり、現在 IICは 157社中 14位である。

　この JSNDI資格及び CIW資格の維持には、更

CIW ：（社）日本溶接協会が実施する検査事業者
　　　　の認定制度
主検：主任検査技術者
　　　　溶接構造物を総合的に非破壊検査ができる者
主試：主任試験技術者
　　　　手順書に従い溶接部の非破壊検査ができる者
試 ：試験技術者

主検または主試の指示に従い溶接部の非破壊
　　　　検査のできる者
NDI：（社）日本非破壊検査協会が実施する非破壊検査
　　　技術者の技量認定制度
3種：非破壊試験の手順書が作成でき、指示ができる者
2種：手順書に従って非破壊試験ができる者
1種：2種以上の非破壊試験技術者の監督の下で非破壊
　　　試験ができる者

非破壊検査関連資格（レベル別）
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非破壊検査関連資格取得者数 ： 434名

統合 ：　ＣＩＷ主任検査技術者
RT ：　放射線透過試験
UT ：　超音波探傷試験
MT ：　磁気探傷試験
PT ：　浸透探傷試験
ET ：　過流探傷試験（電磁誘導試験）
SM  ：　ひずみ測定　

図２ 非 破 壊 検 査 関 連 資 格
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新試験があるため、品質保証部が事務局として更

新対象者の書替・受験、上級資格の受験に関して

案内およびサポートを実施している。

　また、新しい資格としては（社）日本非破壊検

査協会規格、NDIS0603；2005「超音波探傷シス

テムの性能実証における技術者の資格および証

書」が発行され、IICでは「オーステナイト系ス

テンレス鋼（ステンレス鋳鋼を除く）配管突合せ

溶接継手きれつ高さ（深さ）測定」の認証区分で、

既に 1名が資格取得をしている。

分析・計測関連主要資格取得者数：　１３０件

計　量　士　：　一般及び環境計量士
主　　任　　：　公害防止主任管理者
大　　気　　：　大気関係公害防止管理者
水　　質　　：　水質関係公害防止管理者　
騒　　音　　：　騒音関係公害防止管理者
ダイオキシン：　ダイオキシン関係公害防止管理者
都　公　害　：　東京都公害防止管理者
作業環境　　：　作業環境測定士
Ｒ　Ｉ　　　：　放射線取扱主任者

図３ 　分  析  ・ 計  測  関  連  主  要  資  格
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連について説明する。図３に分析・計測関連の主

要資格取得状況を示す。検査関連の資格は検査を

主業務としない職場であっても必要とすることが

多く、そのために取得数も多いが、分析・計測関

連の資格は、環境・公害関連を業務としている職

場では取得するが、必要度が低い他の職場での取

得数が少ないので全体の取得数が少なくなってい

る。

　環境・公害関連以外の業務に関しては、業務遂

安全関連資格取得者数：　６７９件

危　険　物 ：危険物取扱者（甲・乙・丙種）
衛生関連  ：衛生管理者／衛生工学管理者
酸　　　欠 ： 　 酸素欠乏危険作業主任者
特　化　物 ：特定化学物質作業主任者
有機溶剤 ：有機溶剤作業主任者
そ　の　他 ：足場の組立等作業主任者／

 　 高所作業特別安全教育、ｅｔｃ．

図４ 安 全 関 連 資 格
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行能力若しくは、設備取扱レベルを各部門で技量

認定を行っている。取得資格合計は前回の報告時

に対して 1割弱の増加であるが、これまで同様際

だって多い資格は見られず分散している。

　技術関連資格においては、IICの業容から品質

管理に関する意識・能力・改善能力の重要性を考

慮し、品質管理検定（QC検定）およびセミナー

に関する情報を事務局から発信している。

図 4に安全関連資格取得状況を示す。業務を

遂行する上で最も基本となるのは安全であり、4

分野の中でも取得者数が多い。

　資格維持のために資格奨励金支給制度を実施し

品質保証部

新沼 祥子

TEL. 03-3778-7945

FAX. 03-3778-7951

ており、6段階の資格区分を設け、貢献度・必要

性・難易度により評価し、奨励金を支給している。

対象資格は必要に応じて見直しをしており、半年

に一度の従業員の申請により資格取得状況を把握

し、管理している。

　なお、従業員の高齢化に伴う退職者の増加によ

り、資格保有者の自然減少が顕著になってきてい

る。このことを考慮して、各部門では代替わりに

より技術の伝承および資格取得の推進を図ってお

り、品質保証部としても内部品質監査の折などに、

働きかけている。


